
















































































































































































































































































































































































































































１）本稿において基本的資料および引用の源泉とするのは次のものである。Luhmann, N., Funktionen und Folgen
formaler Organisation, Berlin, Duncker & Humblot, 1976, S, 172-190．とくに断わりのない限り、ここから多く
のことを引用する。
２）Hellriegel, D./ Jackson, S.E./ Slocum, J. W. Jr., Management, Cineinnati: et al., South - Western College Publishing,
pp. 325-326.
３）ibid., pp.340-343．ここではとくに340-341の内容をあげる。
４）Moorhead,G./ Griffin, R.W., Organizational Behavior, Boston/ Toronto, Houghton Mifflin, 1995, pp. 394-396，ここ
では、p. 394.
５）Cook, C. W./ Hunsaker, P. L./ Coffy, R. E., Management and Organizational Behavior, Chicago, Boston et al., Irwin,
1994, p. 463.






９）Hillmann,K-.H.,Wörterbuch der Soziologie,Stuttgart,Kröner,1994, S. 319.
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することができる」と。Dessler, G., Management, Upper Saddle River, Prentice Hall, 1998, p.440.
15）コミュニケーションにおける心理学的追究に当り、「多義性にたいする寛容」、「危険の心構え」「不十分な
情報に際しての見解の抽出」などがあげられていて、これらはすべて一定のパーソナリティによるものと





Mcallister, D. J., Trust and Distrust : New Relationships and Realities, in : Academy of Management Review, 1998,
Vol.23, No.3. pp.438-458. ここでは、p.438.
18）Luhmann,a.a.O., S.176. この問題について、Simon (1958) および March/ Simon(1958) に触れている。
19）Wallner, E. W., Soziologie : Einführung in Grundbegriffe und Probleme, Heidelberg, Quelle ＆ Meyer, 1975, S.132-
133.
20）Pfeffer,J., New Directions for Organization Theory, New York/ Oxford, Oxford University Press, 1997, p.76. なお、
ここで Selznick (1957) の定義をあげ、「制度化とは価値を注入することである」とする。
21）公式性（化）について、「公式化の程度は、組織規則、過程、方針およびコミュニケーション過程が固定
される程度と範囲のことである」という理解もなされる。これについて、Welge, M.K.,
Unternehmungsführung ： Organisation, Stuttgart, C. E. Poeschel, 1987,S.428. また近時、英語圏のマネジメン
トテキストにおいては、公式性および非公式性の用語を使用しないものも見られることは興味深い。例え
ば Hellriegel et al. および、Dessler, op.cit . においてもそのような傾向がある。Weihrich, H./ Koontz, H.,
Management, International Edition, McGraw-Hill, 1993,p.245 にはある。




Münch, R., Theorie sozialer Systeme, Opladen, Westdeutscher Verlag, 1976, S.43.
24）Luhmann, a. a. O., S.178 において、このことに関して、Barnard (1938) の引用をしているが、我々はそこま
で思考を延長しない。
25）ebd.,S.178. これについて締切ノイローゼに触れている。これは多くの情報を集めてはいるが、限定された
時間内で、自分の欲していることを達成できないものを意味する。つまり意思決定ができないのであって、
その責任について問われることになる。
26）ebd., S.179. 不確実性吸収が公式的組織において成功することが語られているが、以下について我々はその
主旨を示す。
27）ebd., S.179 において、Parsons（1939）が引用されていて、公式的組織における機械的－特殊的権限範囲に
もとづく、ステイタスを欠いた権限のことを示唆する。
（2001年１月11日受理）
